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[ 肥薩おれんじ鉄道、上田浦駅 ]     １、はじめに 

    私たち交運労協、鉄・軌道部会が肥薩

おれんじ鉄道視察を検討したのは、昨年

初であったが、計画実行の段階で「3.11

東日本大震災」が発生し、その対応に追

われる中で“中止”を決意し、先ず被災対

策に全力を集中することにした。今回、よ

うやく当初計画に基づいた視察を部会で

確認し、取り組みを急いだ。視察を計画す

る背景は、新幹線開業に伴ってＪＲから分

離された並行在来線の経営状況が厳しく、

今後の政策づくりに生かしていくためであ

った。加えて、整備新幹線未着工区間（北海道、北陸、長崎ルート）の建設進捗に伴

って、新たに分離して発足する第３セクター方式の鉄道が同様の経営問題を抱えざる

を得ないことが推測されていて、早めの手立てを講じることが重要だと認識したからで

ある。そうした問題意識を持って鉄・軌道部会で議論を重ね、共通認識を得た上で視

察を行った。具体的な内容はこの後に記述するが、一言の感想を活字にすれば「百

聞は一見にしかず」であり、実際に現地の取り組みの苦労話等を聞く中で、差し迫った

地域鉄道の課題解決が急がれていることの想いを強くした。 

 

報告内容に触れる前に肥薩おれんじ鉄道の概観について説明しておきたい。同鉄

道は 2004 年 3 月 13 日の 九州新幹線の開業に伴い、「八代駅 - 川内駅間」がＪＲ九

州から分離され、第３セクター方式による肥薩おれんじ鉄道が設立されて、肥薩おれ

んじ鉄道線となる。初野信号場を駅に変更し新水俣駅開業。日奈久駅を日奈久温泉

駅に改称した。肥薩おれんじ鉄道は第３セクター方式となり熊本県や鹿児島県が中心

となって 10 名の株主で構成され第一種鉄道事業者として発足した。同路線（営業距

離 116.9 ㎞）は旅客運行の他、日本貨物鉄道会社（第二種鉄道事業者）の列車も運行

する。営業距離の長さは全国の第３セクター37 社ある中で 2 番目の長さとなっている。

駅数は 28 駅（有人駅 10 駅、無人駅 18 駅）で全線が電化区間（交流 20,000V・60Hz。

ただし旅客列車は気動車で運行）である。利用状況は頑張っている割には減少ぎみ

で 2004 年開業年には年間 188 万人であったものが、2010 年度は 151 万人に減少し

ている。内訳は定期が 78.7％、定期外が 21.3％で典型的な生活交通路線の色を濃く

している。運輸収入にもその傾向が顕著に表れており、2010 年度が 392 百万円（2004

年は 523 百万円）で年々減少している。収入全体は約 8 億円、支出約 10 億円で赤字

経営を余儀なくされている。以下、報告する。 
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２、九州新幹線で移動 

 視察団一同は、羽田空港に集

合し、予定通りに福岡空港に到

着。昼食を済ませ「さくら 413

号」（博多発 14:09））に乗車し

た。同列車はＮ700 系でＪＲ九

州が推奨する新型車両である。 

最新の技術を駆使した装備によ

り、乗り心地を優先した車両設

計となっている。座席数は旧来

型と比べて横 4 席方式でゆった

りとした間隔を確保し、圧迫感を感じさせない。九州新幹線は昨年 3 月 12 日に

開業し、およそ 1 年が経過してきたが、日を追

う毎に利用者が増加している。「3.11 東日本大震

災」からの自粛ムードも解け始め、南九州への

観光客が増え、全体として新幹線開業効果が高

まっている。肥薩おれんじ鉄道の視察が本旨で

あるが、併せて、新幹線の乗り心地も体験した。

最新車両であるＮ700 系装備は今日までの新幹

線車両の改良を重ねた結果のものであるだけに、

参加者の声も評価が高かったように思う。車内

設備も整っていて、トイレや洗面所もスッキリ

とした仕上がりでホテルの仕様を思わせる。新

八代駅までわずか 50 分程度であるが、ほとんど

振動を感じさせない乗り心地で、利便性・快

適性を追求した乗り物である。また、昨今の

ビジネス客の期待に応えるべくすべての座席

の下にコンセントを設置し、携帯電話の充電

やパソコン使用が可能となるよう設計されて

いて、利用者から大変好評のようだ。ただ、

騒音対策のために設けられた防音壁が箇所に

よっては 3 メートルに達するところもあって

景色が遮断される点はいただけない。沿線住民からの強い要望に応えるための

ものだと察するが、旅行者からすればちょっと残念であった。 

 

３、 八代駅から肥薩おれんじ鉄道に乗車 
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 「さくら 413 号」は定刻に新八代駅に到着。新八代駅から八代駅まで一駅であるが、Ｊ

Ｒ九州の在来線に乗り換えて移動。15 時 8 分の列車に乗ってわずか 4 分で八代駅に

到着した。八代駅では女性の契約社員（肥薩おれんじ鉄道所属）が乗り換え改札口で

切符を切って待っていた（事前に連絡）。ここから先は肥薩おれんじ鉄道線である。 

 肥薩おれんじ鉄道の主力車両は「ＨＳＯＲ

100 形」気動車で、「オーシャンライナーさつ

ま号」として走行している。同社の持ち車両

は 19 両でその内一般型 17 両、イベント兼

用型 2 両となっている。乗車して感じたこと

は大変振動が少なく、乗り心地が良いことだ。

鉄・軌道部会として全国の地域鉄道を視察

しているが、他の地域線により道床が優れ

ていると感じた。これは後で説明を受けて分

かったことであるが、この路線はＪＲ貨物の長大編成が走行することから、線路基盤整

備に力を注いでいるとのことであった。 

 車内の整備も行き届いていて、座席や窓、床等も磨き上げられ、古いなりに整備され

ていた。また、一両編成

で運行しているにも関

わらず、車内にトイレが

設置されていて、通勤・

通学客にとって大変あり

がたいだろうと感じた。

コンセプトとして掲げら

れている「地域住民に

身近な生活路線」をめざし「だれもが使いやすい鉄道作り」そ

のもので、利用客や沿線住民のマイレール意識の向上を高めていく取り組みとなって

いる。 

                                 [車内掲示の『オーナー氏名』] 

 さらに、車内には「車両オーナーの一覧表」が掲

示されていた。 

この取り組みは後程説明を受けるが、全国の肥

薩おれんじ鉄道利用者に対して、「車両オーナー

制度」として一口 1 万円を募り、契約者の氏名を車

内に掲示しているとのことであった。応募者数は全

体で約 600 名、内、県外が約 130 名である。集め

た資金を活性化事業に活かしている。 
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 肥薩おれんじ鉄道はすべてワンマン運転であ

る。短編成のため、通常、後部から乗車し前部

から降車する。無人駅での料金収受は運転士

が行う。高校生が乗降車する際に、誰もがしっ

かり定期券を運転士に見せて、マナー良くして

いる光景を見て、なぜか納得した感想を持った。

ちなみに沿線には各市町等に高校や中学が隣

接し、利用客の約 7 割を占めている。文字通り、

通学利用に貢献している典型的な生活路線で

ある。 

 運転士の多くは高齢化しており、大半がＪＲ九

州からの出向者・退職者である。ただ、昨年から

は自前の若いプロパー社員の採用に踏み切っ

ていて、現在、2 人の若い運転士が運転業務に

従事している。今後、ＪＲ九州からの出向者組・退職者組がいなくなり、若いプロパー社

員が中心となって運行する日は遠くない。 

 

４、肥薩おれんじ鉄道の沿線風景          [ 肥薩おれんじ鉄道沿線風景 ] 

肥薩おれんじ鉄道線は多くが山間部と海

岸沿いを走行している。単線でのどかな風

景を見ながら、旅行するのは楽しいもので

ある。視察当日は天候に恵まれていたこと

もあり、快適そのものであった。機会があれ

ばもう一度来てみたいと思わせる地域であ

る。海と山の風光明媚な九州の地。魚や野

菜も豊富な土地柄だった。 

                        

[ 日奈久温泉商店街にも過疎化が ] 

 ただ、全体として少子高齢化は加速して人

口減少が進み、日奈久温泉の商店街もシャッ

ター通りが増えている。ピーク時には45軒あっ

たホテルや旅館も今では半減し 19 軒しかなく

寂しいかぎりである。肥薩おれんじ鉄道沿線

の都市人口は 2004 年には約 38 万人いたもの

が昨年は約 36 万人に減っている。典型的な

日本の縮図を見る思いである。 
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日奈久温泉駅は有人駅である。朝 8 時 2

分発の列車に乗るために総勢 13 名の切符

を買ったが、地元の女性社員が駅業務に

従事し、うれしそうに切符を切ってくれた。

地元で支える鉄道駅である。日奈久温泉

駅から 3 つ先の駅である八代駅までの運賃

は 390 円と安くはない価格。通勤・通学の

割引を大きくし、その分、観光客の運賃価

格に乗せた設定となっているからだ。 

   [ 八代駅、切符販売窓口 ]       

 

５、肥薩おれんじ鉄道会社の説明会  [肥薩おれんじ鉄道本社会議室で説明会] 

 翌 27 日 9 時から肥薩おれんじ鉄

道本社において古木圭介社長、藤

本玉留取締役専務、厚坂裕次郎総

務課長を交えて説明会を行った。

我々視察団一同を快く迎えてくれ

て、古木社長自らが説明してくれた。

古木社長は 3 年前に就任し、その

前職は旅行業を勤め、手腕を買わ

れて肥薩おれんじ鉄道の「再建」に

辣腕を振るっている。「経営再建」

の主力を営業活動の強化においているとのことであった。 

 

[地元自治体や議員連盟で支援] 

 社員数 114 人、内 89 人がＪＲ九州からの出向者・

退職者で出向期間が平成 25 年度末で切れること

から、平成 22 年からプロパー社員を採用しはじめ

た。第３セクター方式で運営する同社の経営は厳

しく、安全性確保の設備投資は不可欠であること

から、経営安定基金の取り崩しや国等からの税制

減免措置等の支援策によって維持されてきた。加

えて、地元自治体や沿線住民の支援・協力体制

を作り、町全体との一体的な活性化を図るために、地元議員連盟（41 名が参加）の結

成や沿線自治体で構成する「活性化協議会」を設置して、地元全体で地域鉄道の活

性化に向けた取り組みを行っている。 
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[ 年々進む少子高齢化の現状]         [輸送人員と運賃収入の占める割合] 

 

 

 

 

 

 

 

 先ほど、全体的な傾向の中で紹介したが、肥薩おれんじ鉄道の沿線市町村は典型

的な少子高齢化現象に落ち込んでおり、人口減少にも歯止めがかかっていない。比

例して利用者数も減少し、運輸収入の目減りに歯止めがかからない状況にある。輸送

人員のあらましは先に記したが、定期収入の太宗を占める通勤・通学輸送人員の割合

はおよそ 80％であるが、収入に占める割合は 45％に届かない。定期外収入が 55％で

あることから、観光客に依存した収入構造である。  

 

[ 『自助』・『公助』・『共助』 ] 

 取り巻く厳しい経営環境下にあって、肥

薩おれんじ鉄道の存続・活性化に向けて

の取り組みは、まず「自助」であり、肥薩お

れんじ鉄道自らの経営努力を果たしていく

上で、「公助」として公的機関からの支援を

仰ぎ、さらに、「共助」としてＪＲ九州や地域

住民からの協力・支援を求めている。また、

「友の会制度」や「一口オーナー制度」を採

用し、広く肥薩おれんじ鉄道を周知・利用

してもらうための取り組みを行っている。 

                                   [観光の活性化に向けて ] 

 併せて、収入アップをめざすためには観光客の

呼び込みも欠かせず、そのためのプロモートの取

り組みにも力を注いでいる。イベント企画に力を入

れ、例年行っているビール列車や観光専用列車

を走らせ、利用者から好評を得ている。現在、19

両の車両では足りなくなっているので、増車も検

討中。特に、海外でのプロモーション（県主催）に

も参加し、韓国、中国、香港、台湾、シンガポール

からの利用者が増加している。今後は、ＪＲ九州新幹線開業効果とタイアップした取り
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組みにも力を注ぎ、より一層の観光需要を取り込んだ活性化を狙っている。そのため

には、ＪＲ九州や熊本・鹿児島両県は元より、地元自治体の街づくりと併せた各種取り

組みが不可欠で、そのための企画商品の立案等を担う営業部を新たに設置し、営業

部活動強化のために社員の増強を行っている。 

 

[ 鉄道を支えるスタッフ ]    

 肥薩オレンジ鉄道の社員数は先に述べたが、

スタッフは次の通りである。車両を整備する検

修課、運転を統括する運転総括指令室、お客

様を案内するアテンダント、駅業務等を担う運

転課、それにメンテナンスを担う電気課である。

いずれの職種も欠かせない重要職であり、日

常の安全・安定運行の責務を果たしている。さ

らに、次世代を担うプロパー社員への期待も大

きく、バトンタッチがスムーズにいくように取り組みが進められている。 

 

６、最後に 

古木社長の説明を受けて、改めて分かったことであるが、肥薩おれんじ鉄道は関係

者の精一杯の努力で維持・存続されていることだ。しかし、公的な支援なくしては維持

し得ない構造的な悩みを抱えている中で、これまでの支援措置が功を奏している。国

や地元自治体からの運転支援補助金によって、観光列車や企画商品の販売等の新

たな試みができていることも見逃せない。引き続き、地域公共交通の公共性を重視し

た視点は重要だ。しかし、現実には地域交通事業者の悩みは置き去りにされている。

例えば、細かい事柄であるかも知れないが、説明会の中で述べられた、肥薩おれんじ

鉄道が販売する切符や企画商品の取り扱いがＪＲ関係のマルスにはシステム上アクセ

スできていない。そのため、他の鉄

道会社等で企画切符等の取扱いが

できない現状にある。おそらく、どこ

の地域鉄道事業者も同様の悩みを

抱えていることが想定され、問題解

決が急がれる。もっと目配りしていく

必要がある。そうした想いを強くして

説明会を閉じた。今後の肥薩おれ

んじ鉄道の頑張りに期待するととも

に、説明会開催に感謝申し上げた

い。                以 上   [ 八代駅、「ＳＬ人吉号」機関車の前で ] 


